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宮 岡健台 ・高谷 祐平 　 （気象庁気候情報課 ）

は じめ に

　気象庁気候庸報課 は、気象研究 コ ン ソ
ー

シ ア ム に 対 して

1 か月 予 報 の 格子 点予 測 値 の 提 供 を行 っ て い る。本発 表 で

は、提 供 形 態 、要 素等 につ い て 紹介 した 後、調査 の 例 と し

て 熱帯季節内振動 （MJO ）の 解析 結果 を紹 介す る。

気象研 究 コ ン ソ
ー

シ ァ ム 提供データの概要

　 リア ル タイ ム の 予 測 につ い て は、現業 1 か 月 ア ン サ ン ブ

ル r・報デ
ー

タ （毎週 1 回 、50 メ ン バ ー
の ア ン サン ブル 予

報 ） を提 供 して い る。詳 しい 仕様 に つ い て は、気 象庁 ホ
ー

ム ペ ージ
X

を参照頂 きた い 。 E述 した リア ル タイ ム の 予測

値 に加 え、過 去 事 例を 対象 と した 予測実験 （ハ イ ン ドキ ャ

ス ト） の データ提供 に っ い て も今後検討 し た い 。

MJOの 調査

　気象庁 1 か 月 予 報 の ハ イ ン ドキ ャ ス トデータ を用 い て 、

MJO 予測 に おける熱帯摂動の 影響、位相毎の 予 測可能性

につ い て 調 査 を行 っ た。こ の 熱 帯摂 動 に つ い て は京 都 大 学

防災研 究所 と 気候情 報 課 で 共 同 開 発 さ れ た ブ リーデ ィ ン

グ 法 に よ る熱 帯 摂 動 作 成 法 （Chikamoto　et　aL ，2007 〕 が

利 用 され て い る 。 ま ず、こ の 摂動 作成法に よ る 予測精度 の

改善 につ い て 解析を行 っ た。そ の 後、予 測精度の MJO の

位相 に対 す る依 存性 を 調査 した。

使用 データと 解析方法

　 使 用 したデータ は、2011 年 3 月 に 更新す る数値予報 モ

デル （GSM1103C ） に よ り実行され た ハ イ ン ドキ ャ ス 1・

の 予 測 値 、及 び 更 新 前 の モ デ ル （GSMO803C ） の ハ イ ン

ドキ ャ ス ト結果 で あ る。GSM1103C と GSMO803C の ハ

イ ン ドキ ャ ス トで は、熱 帯域 の 摂動 作成 法 の 設 定 に違 い が

あ る。GSM1103C で は リア ル タイ ム の 1 か 月 予報 シ ス テ

ム と同 様 に ブ リ
ー

デ．イ ン グ法 に よ る熱帯摂 動 を用 い て い

る。一
方、GSMO803C の ハ イ ン ドキ ャ ス トで は 、計算資

源 の 制約 か ら熱帯摂動 を用 い て い なか っ た。解析 し たハ イ

ン ドキ ャ ス ト事例 は 1979 年
〜2004 年 （26年分） の 冬季

（12 月〜2 月） の 各 月 10 日、20 日、月末 日を初期値 と

した 5メ ン バ ー
の ア ン サ ン ブル 予 測値 で あ る。解 析 値 に は

JRA −251JCDAS 解析 を使 用 し た。検証要素 は 850hPa 気

温 、200hPa の 速度 ポ テ ン シ ャ ル （x200 ）、850hPa と

200hPa の 東 西 風 で あ り、MJO の 精度検証 に は 熱帯域

（10
°
N −10

°
S）の 緯度平均値を用 い た 。こ れ らの 要 素 につ い

て 根平均 r…乗誤 差 （RMSE ）とア ノマ リー相 関係 数 〔ACC ）

を検証 した。

　 また、予 報 初 期 時 間 で の MJO の 位 相 別 にデータ を集 計

し同様 の 計算 を行 っ た。MJO の 位相 ・振幅 につ い て は、

Wheeler 　and 　Hendon （2004）の 方法 に よ っ て 求 め た 。

結 果

　第 1 図 は x200 の 冬 にお け る ACC の 計算結果 につ い て

モ デル 問 の 差 （GSMIIO3C ．−GSMO803C ） を と っ た もの

で あ る。予測期間を 通 して 、概 ね ACC が正 、　 RMSE （図

略 ）で は 負 に な り （T・測 前半 は特 に顕 著 ）、GSMI103C で

予 測精 度の 改善が 見 られ た。こ れ は 今同 検証 した 他の 要 素

につ い て も同 様 の 結果 が 得 られ て お り、熱帯 摂 動 に よ る

MJO 予測の 改 善が確認 で きた、
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第 1 図　冬季 の 熱帯域 で の 予測精度 （ACC ）

左 図 は GSM1103C と解 析 値 との ACC 、右 図 は GSM1103C
と GSMo80 ．gC の ACC の 差。縦軸は 予1則リードタ イ ム 　〔日）、
横軸 は経度。コ ン ター一間隔 ： 左図 は O、05、右図は 0．02．
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次 に MJO 位相 ご とに 精度 を見 た結 果 につ い て 示 す、第

2 図 は初 期 時 問 で MJO

の 位相 が 海洋 大陸付近

に 位 置 し た ケ ー ス

（phase4 ） の み を集計

した ACC と冬全期 間 の

ACC の 差 で あ る

（phase4
一冬 全 期 間 ）。

phase4 の 方 が 好 成 績 で

あ るの が 確認で きる。こ

の 糸吉果 ｝よ　Vitart　and

Molteni （20D9）の 結果

と 符 合 す る 。
こ の 結 果 は

他 の 要 素 で も 同 様 に 見

られ、MJO の 予測精度

が MJO の 位 相 に 依存

す る こ とを 示 し て い る。

　 発 表 当 日は 本結果 に

加 え、巾高緯度の 予 測精
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第 2 図 　MJO ・phase4 の み の

事 例 と 冬季 全 事例 に お け る ゴ・

測精度 ACC の 差

縦 横軸 は第 1 図 と同 じ。コ ン タ
ー

間隔 は 0．1，，

度 に 対す る MJO の 影響 につ い て も議論す る。
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